
新年度の新
規採用職員

と当センタ
ーへ

異動で赴任
されたフレ

ッシュな皆
さんです。よろしくお

願い申し上
げます!

・こころの県民公開講座案内
・地域連携のご案内
・外来担当医表・編集後記

・こころの県民公開講座案内
・地域連携のご案内
・外来担当医表・編集後記

vol.
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2021年発行

・新人のごあいさつ

新型コロナウイルスの
３つの「感染症」に
対応していきます

新年度のごあいさつ

院長 森川 将行

三重県立こころの医療センターのビジョン
県民の皆さんのより良いこころの健康をめざし、精神科疾患があっても
地域で安心して暮らせるよう、医療サービスを提供していきます。

広 報 紙
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︶

禍
の
中
︑
院
内
で
の
感
染
対
策
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
︑
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
︒
現
在
総
合
病
院
で
は
︑
基
本
的
に
入

院
患
者
さ
ん
の
面
会
︑
外
泊
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
が
︑
精
神
科
病
院
に
お
い
て
は
事
情
が
異

な
り
ま
す
︒
入
院
中
に
状
態
が
安
定
し
て
い
て

も
自
宅
で
安
定
し
て
過
ご
せ
る
と
は
限
ら
な
い

た
め
︑
試
験
的
な
外
泊
が
必
要
と
な
る
の
で
す
︒

こ
の
た
め
︑
通
常
２︲

３
回
は
実
施
す
る
外
泊

を
︑
や
む
を
得
ず
原
則
１
回
に
限
定
し
て
い
ま

す
︒
面
会
に
つ
い
て
も
︑
医
師
が
必
要
と
判
断

し
た
患
者
さ
ん
に
限
定
し
︑
平
日
の
午
後
２︲

５
時
で
︑
１
週
間
に
１
回
︑
時
間
は
10
分
以
内

で
２
名
に
限
定
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

外
来
診
察
室
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

と
り
︑
お
互
い
に
マ
ス
ク
を
つ
け
て
︑
窓
を
開
け

て
換
気
を
行
う
中
で
実
施
し
て
い
ま
す
︒
県
外

か
ら
通
院
さ
れ
る
方
は
︑
極
力
電
話
診
察
に
し

て
頂
き
︑
通
勤
な
ど
で
県
外
に
移
動
さ
れ
て
い

る
方
は
︑
院
内
を
通
過
す
る
こ
と
な
く
︑
別
に

設
け
た
診
察
室
で
診
察
を
し
て
い
ま
す
︒
幸
い

な
こ
と
に
︑
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
外
来
や
入
院

に
お
い
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ︲
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感
染
事
例
は
発
生
し

て
お
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
県
内
の
感
染
状
況

に
よ
り
こ
れ
ら
の
感
染
対
策
は
変
更
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
︑
適
宜
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
下
さ
い
︒

　
国
内
で
は
一
部
の
地
域
に
３
度
目
の
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
︑
国
民
の
自
粛
疲
れ
や
慣
れ

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
う
し
た
中
︑

メ
ン
タ
ル
ヘル
スへの
影
響
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま

す
︒
高
齢
者
施
設
で
は
家
族
と
面
会
が
で
き
な

い
認
知
症
患
者
さ
ん
の
認
知
機
能
が
悪
化
し
て

い
ま
す
︒
ま
た
︑
一
般
の
方
で
も
い
つ
も
利
用

し
て
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
控
え
︑
買
い
物
な

ど
の
外
出
を
必
要
最
小
限
度
に
減
ら
し
︑
自
宅

に
引
き
こ
も
る
時
間
が
増
え
る
こ
と
で
︑
会
話

が
減
り
︑
認
知
機
能
が
悪
化
︑
意
欲
が
低
下
す

る
な
ど
の
弊
害
が
生
じ
て
い
ま
す
︒
緊
急
事
態

下
に
お
い
て
は
︑
常
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
への

し
わ
寄
せ
が
起
こ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
︑

雇
用
情
勢
な
ど
様
々
な
要
因
が
悪
化
し
た
こ
と

で
︑
令
和
２
年
中
の
自
殺
率
は
︑
過
去
と
比
較

し
て
︑
男
性
で
は
10
～
11
月
に
︑
そ
し
て
︑
女

性
で
は
７
～
11
月
に
お
い
て
統
計
学
的
に
有
意

な
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
︒

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
︑
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
３
つ
の
感
染
症
と
い
う
説
明
が
さ

れ
て
い
ま
す
︒
１
つ
目
は
︑
ウ
イ
ル
ス
自
体
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
﹁
生
物
学
的
な
感
染
症
﹂︒

２
つ
目
は
︑
見
え
な
い
こ
と
や
治
療
法
が
確
立

し
て
い
な
い
も
の
へ
の
不
安
や
恐
れ
が
生
じ
る

﹁
心
理
的
感
染
症
﹂︒
そ
し
て
３
つ
目
と
し
て
︑

こ
う
し
た
不
安
や
恐
怖
が
生
み
出
す
嫌
悪
︑
差

別
︑
偏
見
と
い
う
﹁
社
会
的
感
染
症
﹂
を
挙
げ

て
い
ま
す
︒
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
こ
と

で
︑
個
人
の
不
安
や
誤
解
が
そ
の
ま
ま
発
信
さ

れ
︑誤
っ
た
情
報
や
偏
見
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
︒

大
切
な
こ
と
は
︑
専
門
家
か
ら
正
し
い
情
報
を

手
に
入
れ
る
事
で
す
︒
た
だ
︑
テ
レ
ビ
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ︲
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に
関
す
る
情
報
を
何
回
も
見
て
い
る
人

ほ
ど
不
安
が
強
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
︑
１
日

１
回
程
度
に
留
め
︑
自
粛
生
活
の
中
で
も
で
き

る
ス
ト
レ
ス
解
消
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ア
メ

リ
カ
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ︵
疾
病
管
理
予
防
セ
ン
タ
ー
︶に
お

い
て
も
︑Ｗｅ
ｂ
を
用
い
た
人
と
の
交
流
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
︒
感
染
力
が
高
く
︑
重
症
化
の

リ
ス
ク
が
高
い
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ︲
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変
異
株
が
ま
ん

延
し
て
も
︑
マ
ス
ク
を
確
実
に
装
着
し
た
う
え

で
３
密
を
避
け
︑
マ
ス
ク
を
外
し
て
の
会
食
や

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
人
の
集
ま
り
を
避
け
︑
手
指

消
毒
や
手
洗
い
を
確
実
に
す
る
こ
と
で
感
染
を

予
防
で
き
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

今
後
も
︑
皆
さ
ま
と
一
緒
に
こ
の
災
害
と
も
い

え
る
難
局
を
乗
り
切
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
︒



看護部 北1病棟 看護師

濵元 憲一郎
精神科1年目です。まだまだ未熟
ですが、ご指導よろしくお願い
いたします。

患者さまに寄り添う看護をした
いです。病院勤務が５年ぶりで、
不安だらけですが、先輩看護師
に色々と教わり一つひとつ学ん
でいきます。どうぞよろしくお
願いいたします。

精神科看護は初めてで、まだま
だ分からない事ばかりですが、
これからたくさん学び、一生懸
命患者さまの支援に努めてまい
ります。よろしくお願いいたし
ます。

以前は10年間総合病院で勤務し
ていました。不慣れなこともあり、
ご迷惑をおかけすることもある
かと思います。初心を忘れず頑
張ります。よろしくお願いします。

看護部 北１病棟 看護師

平岡　愛
看護部 北2病棟 看護師

曽我 良次
看護部 北２病棟 看護師

竹内 秀臣

看護部 西２病棟 看護師

橋爪 栄里紗
精神科１年目、不安ばか
りですが、楽しみでもあ
ります。常に笑顔を忘れ
ず、頑張ります。よろし
くお願いいたします。

診療部 医師 
田邊　京
本年度より入職しました
田邊 京と申します。趣味
はまだ初心者ですが、海
釣りです。良い釣り場が
ありましたら、ご一報い
ただけると幸いです。ま
だ不慣れな点が多く、ご
迷惑を多々おかけします
が、今後ともご指導の程
よろしくお願いいたします。

診療部 医長

藪　泰宜
令和3年4月に着任いたし
ました。お教えいただく
ことが多々あると思いま
す。どうぞよろしくお願
いいたします。

診療部 医師

西　佑記
今年の1月から勤務しています。
土地勘もなく分からないことも
多いですが、よろしくお願いし
ます。

診療技術部 部長

吉丸 公子
2021年1月1日より診療技
術部 部長として、三重大
学・脳神経内科より参り
ました。認知症診療や新
型コロナ対策など、皆さ
んに助けていただき感謝
しております。引き続き
よろしくお願いいたしま
す。

看護部 西１病棟 看護師

葛西 知香
看護の原点を見つめ直し、
チーム医療の一員として
患者さま一人ひとりを大
切にした関わりができる
よう、努めていきたいと
思っております。よろし
くお願いいたします。

新人のごあいさつ
新しい仲間をご紹介します！

1

11

11

診療部 医師

南　昭宏
昨年7月より入職致しました。職
員の皆さまにはいつもお世話に
なっています。患者さまに良い
医療を提供できるよう、今後と
もよろしくお願い致します。
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10
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こころのNEWSこころのNEWS

■ 初診外来は、予約制です。ご予約先：初診外来予約専用電話059-253-3120（9：00～13：00）
※休診日／土・日曜・祝祭日及び年末年始

※令和3年4月から

月
火
水
木
金

外来担当医

〒514-0818 三重県津市城山1丁目12－１
TEL 059-235-2125  FAX 059-235-2135    

URL http://www.pref.mie.lg.jp/kokorohp/hp/

三重県立こころの医療センター今年度より地域連携グループに配属となりました。当院での勤務は長
いですが、初めて体験することばかりで右往左往しております。地域の
医療機関との連携のみでなく、幅広い業務を担う部署であることを改
めて知る機会となり良い刺激となっています。今年度はコロナウイルス
感染対策に気を付けて、可能な限り医療機関等の訪問にも出かけたい
と思います。

編集後記

広報委員／地域連携グループ／分部

吉丸
（もの忘れ）

吉丸
（もの忘れ） PM岡野（母子メンタル）

AM森川（もの忘れ）

初診
（アルコール）

初診
（アルコール）

初診（精神）

初診（精神）

田邊

森川

初診（精神）

初診（精神）

乾

乾

初診（精神） 佐野

濵本

芳野

濵本

中瀬 吉見

西 小畑

佐野

芳野

西村

小畑

吉見

山城

藪

山城

藪

南 森川

楠本

診察室1 診察室2 診察室3 診察室4 診察室5 診察室6 診察室7 診察室10 診察室11 診察室12

地域連携グループ　059-235-2125（代表）地域連携グループ　059-235-2125（代表）

お問い合わせ先　059-235-2125（代表）お問い合わせ先　059-235-2125（代表）

●受診・入院相談　　●他科受診調整
●診療情報提供の管理（退院報告含む）

●関係機関との調整　　●院内調整　  
●広報活動（広報紙・こころしっとこセミナー等）

ちれんの主な
業務内容

ご意見、ご要望は何なりとお申し付けください。
今年度もどうぞよろしくお願いします。

すべては患者さんの最良の医療の継続のために―連携地域連携 ちれん

場所

日時 7月10日土 9：30～11：20（受付9：00）
令和3年

三重県人権センター（多目的ホール）

定員
50名

手話通訳
あり

参加費
無料

申し込み
先着順

令和３年度 こころの県民公開講座

『薬だけじゃない認知症ケア』
　～多職種からのアプローチ～
認知症のケアについて
日常でできる薬以外の方法を各専門職の立場から
お話しさせていただきます。

森川 将行 院長
三重県立こころの医療センター

（注）感染状況により、無観客での開催もあり
　　オンデマンド配信予定

看護師・管理栄養士・作業療法士講師


